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府民会議では、大阪府、環境省、（財）日本環境協会、グリーン購入ネットワークと共催で、平成２３年１１月３０日（水）に、エル・おおさか（大阪府立労働センター）において、「グリーン購入セミナー ｉｎ 大阪」を開催しました。

本セミナーは、平成21年度以降３回目の開催で、今回は『今だからこそ、ライフスタイル・ワークスタイルのグリーン購入を考えよう　～事例に学ぶ、企業と地域の様々な取り組み～』というテーマのもと、大阪を中心とした近畿地域の企業、行政、民間団体を対象に、グリーン購入の普及・拡大と、グリーン購入へのさらなる理解を深めていただくことを目的に開催したもので、４５名のご参加をいただくことができました。

セミナーでは、主催者挨拶のあと、グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ）会長の中原秀樹・東京都市大学教授による「３．１１後のグリーン購入」と題する基調講演や、第１３回「グリーン購入大賞」を受賞した行政・企業の取組みについての各賞の受賞者から発表、グリーン購入ネットワーク（ＧＰＮ）専務理事・事務局長の麹谷和也氏による「グリーン購入の現状と課題」と題する報告がありました。
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中原教授は、強大な台風の襲来や1時間に50ミリを超える猛烈な豪雨による被害、半年以上が過ぎても収束の見通しがたたない福島第一原子力発電所の事故などで分かるように、人類を生き残れるかどうかの瀬戸際に追いやっているのは、「地球温暖化」と「原子力利用」であり、しかも両者の間には「地球温暖化」の解決のためには「原子力利用」を強化せざるを得ないと多くの人が思い込まされているという関係性があると解説されました。

そして、３．１１を経験した後のグリーン購入は、従来の「売り手よし（生産者にとって利益になる）」「買い手よし（消費者にとって利益になる）」「世間よし（地球環境問題に貢献できる）」の“三方よし”の理念に、「孫によし（将来世代の権利を侵さない、将来世代にとっても利益になる）」という視点を加えたものでなければならないと強調されました。
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　　　グリーン購入ネットワークからは、組織や活動内容

の紹介や、自治体に対して行ったグリーン購入への取

組状況に関するアンケート調査の結果などについて説

明がありました。

　　　２００３年に策定された「循環型社会形成推進基本

計画」の「実行計画」では、地方公共団体において率
先してグリーン購入を実施することになっていますが、
既に全ての都道府県と政令指定都市が組織的にグリー
ン購入に取り組んでいる一方で、市区や町村では組織
的な取組みが実施できていないところがあり、より一

層グリーン購入を促していく必要があることが報告さ
れました。
また、東日本大震災の被災地の視察や、被災地を支

援するためのチャリティーポスターの作成・販売など

についても説明がありました。


　　　佐賀市からは、「間伐材を使用したコピー用紙の
導入による環境保護、森林保全、地産地消等の多面
的で効率的な行政運営の展開」と題して発表があり
ました。
佐賀市を含む九州の森林の間伐材を佐賀県内の製

材工場でチップにし、それを製紙工場で製品化した

コピー用紙『木になる紙』を市役所が率先して購入

することにより、ＣＯ２の削減や、間伐推進による

森林保護の他、売上金の一部が還元されることで林

業活性化への期待など多面的な効果を上げることが

でき、森林所有者にも喜ばれているとのことです。

この取組みは、県内外に広がっていて、現在佐賀

　　県内では7割弱の自治体がこの仕組みを導入済みで、

近畿でも滋賀県内の市で同様の取組みが始まってい

るそうです。

　帝人ファイバー㈱からは、「帝人ファイバーの環境

負荷低減への取り組み」と題して発表がありました。

製品素材の一部を化石燃料由来のものからバイオ

由来のものに置き換えるバイオマテリアル、ポリエ
ステル製品を化学的に分解し、原料にまで戻すこと
で、品質を劣化させることなく、何度でもリサイク
ルできる「ＥＣＯ　ＣＩＲＣＬＥ®」などのリサイ
クル、遮熱等の機能素材の開発、製品の製造プロセ
スの革新を融合させたハイブリッド戦略を展開し、
環境負荷を低減するソリューションを提供している
ということです。
　また、野外音楽イベント ap bank fes ’11 にお
いて、会場で発生したＰＥＴボトルを回収し、オフ

ィシャルグッズとして再生することでＰＥＴ製品の
循環を体感してもらうという啓発活動も行っておら

れるそうです。

　　　　㈱タカラトミーからは、「おもちゃに環境ラベルを
業界に先駆けて導入 『エコトイ』活動はじめました」
と題して発表がありました。

未来を担う子どもたちに、おもちゃを通じてエコへ
の気づきをお手伝いできるのは、おもちゃ会社ならで

はということで、原材料を減らして製造した「省資源」
のおもちゃ、ＬＥＤを使用した「省エネルギー」のお
もちゃ、人間の手で動かすことにより発電する「省エ
ネルギー＆廃棄物削減（電池不要）」のおもちゃ、部品
の交換が出来て長く繰り返して遊べる（「長期使用の促
進」につながる）おもちゃを、『エコトイ』として認定
し、普及活動をされているということです。

※　セミナーの会場では、府民会議の活動を紹介するパネルの展示も行いました。




3月11日に発生した東日本大震災の発生以来、東北地方や首都圏のみならず、関西電力管内においても、電力の需要が高まる時期における供給が厳しい状況にあります。

今冬の電力需給の見通しを踏まえ、国、関西広域連合及び関西電力㈱からは、夏季に引き続き節電の呼びかけが行われており、万一にも停電も懸念されるひっ迫した需給状況に至った場合には、緊急的な情報発信も行われる予定です。

家庭やオフィスで消費している電力量は、全体の約5割と大きな割合を占めています。

家庭やオフィスにおける節電に、皆様のご協力をお願いいたします。

★節電目標
　　▲１０％以上
★節電をお願いする期間
　　12月19日～3月23日の平日
　　（12月29日、30日、1月3日、4日を除く。）

★節電をお願いする時間帯
　　9時～21時（特に、オフィスでは９時～１８時、ご家庭では18時～21時の時間帯における
節電にご協力をお願いします。）

関西広域連合「関西節電アクションプラン」（「家庭編」及び「オフィス編」）より

★節電のためにできること（体調を崩さないよう健康上無理のない範囲で取り組んでください。）

（オフィスで）

１　エアコン暖房の設定温度を19℃以下に下げる。

２　執務エリアや廊下等の照明をできるだけ間引きする。

３　パソコン、コピー機、プリンタは必要数を絞り、省エネモードに設定する。

４　残業はできるだけしないようにする。
　（ご家庭で）

１　エアコンや電気ストーブ等の電気を用いた暖房器具をできるだけ使用せず、ガス・石油ストーブなどの電気を使わない暖房を行う。

２　エアコン暖房を行う場合は、重ね着などをして、設定温度を20℃以下に下げる。

３　照明を使用する部屋はできるだけ少なくし、不要な照明のオフに努める。

４　ジャー炊飯器、電子レンジ、食器洗い乾燥機等の消費電力の高い電気製品は、必要最低限の使用にとどめるとともに、ピーク時間帯からずらして使用する。

５　家族や友人などと、外食（レストラン等）、娯楽施設（映画館等）、文化施設（美術館等）などのウォームスポット（暖かい所）に出かけ、できるだけ家庭で電気を使わないよう努める。
６　冷蔵庫やテレビ等の電気製品の使い方を工夫し、節電の知恵（下記ホームページ参照）を生かした賢い電気の使い方に努める。
　
　　上記の他にも、色々とできることがあります。下記ホームページもご参照ください。

　　　★関西広域連合 「冬の節電対策」のホームページ

http://www.kouiki-kansai.jp/contents.php?id=533&preview=on　
　　　★大阪府 「節電対策」のホームページ

http://www.pref.osaka.lg.jp/chikyukankyo/setsuden/index.html　

★関西電力 「ご家庭における具体的な節電方法」のホームページ

http://www.kepco.co.jp/home/setsuden/way.html　


· 大阪府地球温暖化防止活動推進センター ★
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　　「かんきょう夢ひろば」では、豊かな環境づくり大阪府民会議構成団体をはじめとする民間団体等が実施されている活動について、毎回誌上で紹介していきます。
自薦・他薦を問いませんので、民間団体等が実施されている活動について、下記の府民会議事務局までお寄せください。

■ 発行：平成2３年１２月





豊かな環境づくり大阪府民会議　広報誌





　　　　　　





グリーン購入セミナー in 大阪 を開催しました！





中原秀樹・東京都市大学教授の基調講演





グリーン購入ネットワーク





＜第１３回「グリーン購入大賞」大賞・環境大臣賞＞





佐賀市





＜第１３回「グリーン購入大賞」優秀賞＞





帝人ファイバー㈱





＜第１３回「グリーン購入大賞」優秀賞＞





㈱タカラトミー





冬の節電にご協力ください





府民会議構成団体の取り組み





うちエコ診断を実施しています。





大阪府地球温暖化防止活動推進センターでは、温暖化防止にむけて、家庭部門のCO2排出量を削減するため、大阪府内のご家庭に対し「うちエコ診断」を実施しています。





「うちエコ診断」では、専用ソフトを用いてみなさんの家庭におけるCO2を見える化し、さらに各家庭のライフスタイルに応じたCO2削減対策を提案します。


削減対策を実施した場合の費用についてもあわせて説明します。





昨年度は、200世帯以上の申込みがあり、好評を得ています。


ぜひ一度、皆さんも受診してみませんか？（診断は1月中旬まで。診断無料！!）





●「各家庭のCO2排出量・排出順位」がわかります。


各ご家庭でどの行動で、どの機器から“どれだけ二酸化炭素（CO2）


が出ているか”を診断し、お知らせします。


また、平均的な家庭との比較等を通じ、みなさんのご家庭の排出実態


に気付いていただきます。





● みなさんのご家庭でできる対策・行動を提案します。


事前の問診表をもとに専用ソフトで解析を行い、各家庭の状況に応じた有効なCO2排出削減対策を


“オーダーメイド”で提案を行います。


また、省エネ対策を実施した場合の、「光熱費の削減額」や「費用対効果」を提示します。





●　環境・エネルギーの専門家である“うちエコ診断員”が診断します。


うちエコ診断は、“うちエコ診断員”が行います。うちエコ診断員は、温暖化防止活動推進員、太陽光発電の専門家等の環境・エネルギーの専門家の中で、うちエコ診断のノウハウについて講習を受け、試験に合格したエキスパートです。





財団法人大阪府みどり公社内　大阪府地球温暖化防止活動推進センター�〒541-0054　大阪市中央区南本町二丁目１番８号　（創建本町ビル５階）


　TEL：06-6266-1271　　E-mail：center@osaka-midori.jp


ホームページ：� HYPERLINK "http://osaka-midori.jp/ondanka-c/uchieco/index.html" �http://osaka-midori.jp/ondanka-c/uchieco/index.html�





民間団体等が実施している活動をご紹介します





豊かな環境づくり大阪府民会議


（事務局：大阪府 環境農林水産部 みどり・都市環境室 地球環境課）


Tel　　　 0６－６２１０－９５４９ 


Ｅ-mail   � HYPERLINK "mailto:midorikankyo@sbox.pref.osaka.lg.jp" �midorikankyo@sbox.pref.osaka.lg.jp�
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